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第５回 柳瀬川回廊事業推進検討委員会（議事要旨） 

        

［日 時］   平成 29 年 2 月 22 日（水） 13：30～15:00 

［場 所］   清瀬市健康センター 第３会議室 

［出席者］   委 員 11 名   

事務局 3名     清瀬市 都市整備部 水と緑の環境課  

［議事次第］ 

（１）寄附された土地（Ａ～Ｅ）の活用方法について 

    ・全体のまとめ 

（２）柳瀬川回廊構想のレビュー 

    ・委員からの提案の紹介 

（３）その他（平成 29 年度のスケジュール、次回日程など） 

 

［配付資料］次第、資料１ Ａ～Ｅの利用方法、 

資料２ 柳瀬川回廊事業レビュー（2.22更新）、 

 

【（１）寄附された土地（Ａ～Ｅ）の活用方法について】 

資料１の読み合わせ。（資料 1：過去２回の意見の抜粋と、活用方法の図面） 

⇒決めたものは動かさず、次のステップで微調整の範囲で検討を加えること。 

 

【（２）柳瀬川回廊構想のレビュー】 

３名の意見の抜粋を資料２内の色つき部分で紹介。提案者が補足で説明。 

委員長 前回、森の整備方針を決めたいという提案がありました。今回は、崖線や川

辺の計画図を作るという提案、市民協働や市民参加を促したほうが良いという

提案がありましたので、来年度は現場に立ち戻って、図面化できるものは図面

化しながら、「ここはこうする」といった内容を報告に入れたいと思います。 

 

下宿第二運動公園から、ビオトープ周辺の柳瀬川沿いの土手を舗装する提案 

・砂利で、幅も狭く自転車では危ない。新座市の開発で橋もできるため、こちらも柳

瀬川沿いを整備して、スポーツをする子どもたちが自転車で通れるようにしたい。 

・昔は、河川の堤防の上は舗装しないのが原則だったが、近年は河川管理者も昔のよ

うに全く認めないわけではない。自然に優しい舗装でやってもよいと思う。 

・轍（わだち）がひどくて走れない。委員会としては距離表示も検討していくので、

舗装したほうが良いのではないか。 

・市民の意見を聞く必要がある。一方では土の土手が良いという意見もたくさんある

はずなので、この場で決めることには疑問がある。 

委員長 最低限の安全性確保を第一に、可能な限り安全に動ける環境を検討します。 
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インフォメーションコーナーの整備は終わったが、回廊に関する説明が行き届いてい

ないため、説明員を配置する提案 

委員長 常駐は難しいと思いますが、第一段階として、質問の際に渡せるインフォメ

ーションの配布物、回廊を実際に案内するボランティア活動の場、インフォメ

ーションコーナーでのパンフレットや掲示の活用が考えられます。 

 

回廊と呼ぶいきさつなど、柳瀬川回廊ができるまでをまとめたもの、また、川に住ん

でいる魚も紹介したいという提案 

委員長 回廊の大事さやこういった財産があるということを報告書やパンフレット

の中で分かるように情報を整理し、最終的な報告にも必ず入れます。崖線、柳

瀬川の緑は回廊の核になるので、それに付随するものを上手に使いながら、歴

史・自然などを全体的に把握できる情報提供を検討します。市民の中で協働し

てくれる方、特に自然への関心が高い団体もいると思いますので、協力を得な

がら情報整理していくのが、市民協働で大切なことです。 

 

水に住む生物の象徴として、絶滅危惧種「ムサシトミヨ」を市の指定魚とする提案。 

・生物多様性をうったえていく一助になる。柳瀬川回廊を軸にした柳瀬川の回復、珍

しい魚の保護といったアピールにもなる。 

委員長 具体的な施策は、ＰＤＣＡのＤｏで考えましょう。 

 

清瀬でも釣りのルールを決められないものか。清瀬の川は上下流が埼玉県で、漁協が

管理して無断では魚を捕れないため、釣り人が清瀬にやってくる。 

⇒行政レベルの話のため、市が生態系を守るという観点から対応を検討すること。 

 

【その他】 

委員長 来年度は現地視察をして、一般論ではなく、「計画図」のニュアンスも含め

て、「あそこはこう管理する」といった答申をするため、草案作り 2 回、現場

視察や意見交換 2回で、まとめをできれば理想です。一番魅力的な、崖線の早

春の芽吹きの頃を確認して、どう管理したらよいかと同時に、いつ頃手を加え

るという共通認識を持てるように見たいと思います。 

川は、既に良くなっているモデルを 2か所、回廊の今後の見どころとする 2

か所を視察し、ポイントを押さえてタイプ分けしていき、面的なものとして作

り上げていきたいと思います。図面化し、それぞれのタイプの特徴や森を見る

ときの視点としてパンフレットなどでも活用できると思いますので、中身のあ

る調査や報告書にします。市有地は絶対に入れてください。緑地保全地域など

の都有地は、提案まではできるはずです。 

次回日程：4月 7日（金） コースの設定後、時間と場所を通知。 

現地視察で見たい場所があれば、事務局まで連絡を入れるということで閉会。 


